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研究結果要約 

小麦アレルギーの減感作に用いる小麦製品には発症の原因となる抗原が含まれているため，患者はア

ナフィラキシーを起こす危険性が高い。これまでに我々は，小麦アレルギーの主要原因抗原である 1B

染色体由来 ω5-グリアジンを欠失した食用 1BS-18 小麦系統を作出し，1BS-18 小麦系統が ω5-グリアジ

ンの感作に対する経口免疫寛容の誘導能を有していることをラットモデルで明らかにしている。本研究

では，ラット及びヒト生体内における 1BS-18 小麦系統の低アレルゲン性を検証することを試みた。プ

ロテオーム解析の結果，1BS-18 小麦系統は市販の小麦に含まれる 1B 染色体由来 ω5-グリアジンを欠失

しているが，1D 染色体由来 ω5-グリアジンを保持していることを明らかにした。ラットにアスピリンと

1BS-18 小麦系統のグルテンを経口投与した場合，血漿中 ω5-グリアジン濃度はわずかに上昇したが，そ

の濃度は市販の小麦グルテンを投与した場合よりも有意に低かった。以上の結果は，1BS-18 小麦系統

が市販の小麦よりも安全に摂取できる可能性を示唆するものである。現在，好塩基球活性化試験により，

ヒト生体内における 1BS-18 小麦系統の低アレルゲン性を検証している。今後，臨床研究で 1BS-18 小

麦系統の安全性と経口免疫寛容誘導能を解明することで 1BS-18 小麦系統を用いた小麦アレルギーの発

症予防・減感作療法の開発に繋げたい 
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